
事故分類 物損公衆災害 発生日時 工事関係者区分 一次下請

事故区分 その他の物損 性別 ― 年齢 - 業種区分 建築

被災程度 事故レベル Ⅰ 休業見込日数 ー

工事概要

事故概要

事故原因

改善策

様式６

公 共 工 事 等 事 故 情 報

・重機を荷台に乗せた際の高さを事前に確認し誘導員に周知する。
・既存渡り廊下手前で一旦停止し高さを確認した上で誘導員が慎重に誘導する。
・既存渡り廊下の手前と奥に高さ制限を認識できる標識ロープを設置する。

事故状況図

改善状況図

令和7年1月9日（木曜日）11時00分

建物軒裏の一部破損

バックホウを搭載したトラックが建物の間を結ぶ空中渡り廊下の下を通過した際、軒裏に接触して破
損させたもの。

作業当日のバックホウの積込時に渡り廊下下の高さ（2.95m）を下回る高さかどうかを確認しておら
ず、また、重機の一番高い部分であるアームを下げていたものの下げ幅が足りていないことに気付い
ていなかったため（高さ3.05m）、搬入の際にそのまま誘導員が通過できると安易に判断し、目測を
誤って誘導したため、事故が発生したもの。

放課後児童クラブ改築工事

破損状況

標識バー、看板設置状況

バックホウ搭載ト

ラックが通過中軒下

通過中破損


